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頁番号 現　行改　正　後

Ｄ-30

工    種 項    目 規   格   値 測  定  基  準 記 録 方 法 測     定      箇      所      等 

地拵え 地拵え面積 －1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 起工測量時も可とする 

      杭の確認によることができる。 設計図・写真 写真撮影箇所は監督員の指示による。 

植  栽 植栽面積 －1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 起工測量時も可とする 

      杭の確認によることができる。 設計図・写真 写真撮影箇所は監督員の指示による。 

工    種 項    目 規   格   値 測  定  基  準 記 録 方 法 測     定      箇      所      等 

地拵え 面積 

設計値（設計範囲）

ただし起工測量又

は出来形測量を行

った場合は－1％以

内 

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量

又は測点を復元した場合は前視と後視の高

低角及び方位角の差が±１°以内、点間距

離（斜距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、

閉合差が図上距離の総和の 100 分の１以内

とする。 

検査記録票 

測量野帳（測量し

た場合） 

設計図・写真 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無

を検査記録票に記録する。無い場合は復元し、

測量野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務

写真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、

必ず復元する。 

植  栽 面積 

設計値（設計範囲）

ただし起工測量又

は出来形測量を行

った場合は－1％以

内 

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量

又は測点を復元した場合は前視と後視の高

低角及び方位角の差が±１°以内、点間距

離（斜距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、

閉合差が図上距離の総和の 100 分の１以内

とする。 

検査記録票 

測量野帳（測量し

た場合） 

設計図・写真 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無

を検査記録票に記録する。無い場合は復元し、

測量野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務

写真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、

必ず復元する。 

 

 

 

 

 



頁番号 現　行改　正　後

Ｄ-31

  植栽本数 設計数値以上 標準地を設定（１団地当り） 検査記録票 標準地の設定箇所は監督員と協議のうえ 

      標準地の面積及び箇所数 出来形図 決定する。ただし、特に指定のない場合は、 

        面積は   施工地に均等に配置する 

        ２００㎡（10ｍ×20ｍ等）程度とする。   規格値は、標準地の平均とする。 

        箇所数は     

        １ｈａ未満は          ２箇所以上     

        １ｈａ以上は １ｈａに付き １箇所以上     

  苗木規格 設計数値以上 植栽後、植栽本数の０．５％以上 検査記録票   

  植付け穴 穴径の－５㎝以内 植栽本数の０．１％以上 検査記録票   

下 刈 下刈面積 －1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 起工測量時も可とする 

      杭の確認によることができる。 設計図・写真 写真撮影箇所は監督員の指示による。 

植栽

植 栽 

本数 設計数値以上 

標準地を設定（１団地当り） 

標準地の面積及び箇所数 

  面積は 

  ２００㎡（10ｍ×20ｍ等）程度とする。 

  箇所数は 

  １ｈａ未満は        ２箇所以上 

  １ｈａ以上は １ｈａに付き １箇所以上 

検査記録票 

出来形図 

標準地の設定箇所は監督員と協議のうえ決

定する。ただし、特に指定のない場合は、施

工地に均等に配置する規格値は、標準地の

平均とする。 

苗木規格 設計数値以上 植栽後、植栽本数の０．５％以上 検査記録票  

植付け穴 穴径の－５㎝以内 植栽本数の０．１％以上 検査記録票   

下 刈 面積 

設計値（設計範囲） 

ただし起工測量又は

出来形測量を行っ

た場合は－1％以内

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量又

は測点を復元した場合は前視と後視の高低角

及び方位角の差が±１°以内、点間距離（斜

距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、閉

合差が図上距離の総和の 100 分の１以内とす

る。 

検査記録票 

測量野帳（測量した

場合） 

設計図・写真 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無を

検査記録票に記録する。無い場合は復元し、測量

野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務写

真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、必

ず復元する。 

 

 

 



頁番号 現　行改　正　後

Ｄ-32

獣害防除 獣害防除面積 －1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 起工測量時も可とする 

      杭の確認によることができる。 設計図・写真 写真撮影箇所は監督員の指示による。 

雪起し 雪起し面積 －1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 起工測量時も可とする 

      杭の確認によることができる。 設計図・写真 写真撮影箇所は監督員の指示による。 

獣害防除 面積 

設計値（設計範囲） 

ただし起工測量又は

出来形測量を行っ

た場合は－1％以内

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量又

は測点を復元した場合は前視と後視の高低角

及び方位角の差が±１°以内、点間距離（斜

距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、閉

合差が図上距離の総和の 100 分の１以内とす

る。 

検査記録票 

測量野帳（測量した

場合） 

設計図・写真 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無を

検査記録票に記録する。無い場合は復元し、測量

野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務写

真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、必

ず復元する。 

雪起し 面積 

設計値（設計範囲） 

ただし起工測量又は

出来形測量を行っ

た場合は－1％以内

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量又

は測点を復元した場合は前視と後視の高低角

及び方位角の差が±１°以内、点間距離（斜

距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、閉

合差が図上距離の総和の 100 分の１以内とす

る。 

検査記録票 

測量野帳（測量した

場合） 

設計図・写真 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無を

検査記録票に記録する。無い場合は復元し、測量

野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務写

真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、必

ず復元する。 

 

 

 

 



頁番号 現　行改　正　後

Ｄ-33

除伐、 除伐、つる切 －1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 起工測量時も可とする 

つる切 面積  杭の確認によることができる。 設計図・写真 写真撮影箇所は監督員の指示による。 

除伐、つる

切 
面積 

設計値（設計範囲） 

ただし起工測量又は

出来形測量を行っ

た場合は－1％以内

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量又

は測点を復元した場合は前視と後視の高低角

及び方位角の差が±１°以内、点間距離（斜

距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、閉

合差が図上距離の総和の 100 分の１以内とす

る。 

検査記録票 

測量野帳（測量した

場合） 

設計図・写真 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無を

検査記録票に記録する。無い場合は復元し、測量

野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務写

真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、必

ず復元する。 

 



頁番号 現　行改　正　後

Ｄ-33

本数調整伐 伐
採
率
又
は
残
存
本
数
指
定 

調整伐 

面積 

－1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 起工測量時も可とする 

（間伐）   杭の確認によることができる。 設計図・写真 写真撮影箇所は監督員の指示による。 

  伐採状況  標準地を設定（１団地当り） 検査記録票 標準地の設定箇所は監督員と協議のうえ 

  (伐採率指 伐採率 ±５％ 標準地の面積及び箇所数 出来形図 決定する。ただし、特に指定のない場合は、 

  定の場合)     面積は   施工地に均等に配置する。 

       ２００㎡（10ｍ×20ｍ等）程度とする   規格値は、標準地の平均とする。 

       箇所数は    

       １ｈａ未満は          １箇所以上    

       １ｈａ以上は ２ｈａに付き １箇所以上    

 
（残存本数

指定） 
残存本数の±１０％   

 

本数調整伐 

（間伐） 

伐

採

率

又

は

残

存

本

数

指

定

 

面積 

設計値（設計範囲） 

ただし起工測量又は

出来形測量を行っ

た場合は－1％以内

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量又

は測点を復元した場合は前視と後視の高低角

及び方位角の差が±１°以内、点間距離（斜

距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、閉

合差が図上距離の総和の 100 分の１以内とす

る。 

検査記録票 

測量野帳（測量した

場合） 

設計図・写真 

 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無を

検査記録票に記録する。無い場合は復元し、測量

野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務写

真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、必

ず復元する。 

 

 

 

 



頁番号 現　行改　正　後

Ｄ-34

枝落し 枝落し面積 －1％以内 周囲測量 ただし、現場状況により全測点 測量野帳 
起工測量時も可とする 

枝落し 

（枝打ち） 
面積 

設計値（設計範囲） 

ただし起工測量又は

出来形測量を行っ

た場合は－1％以内

全測点の確認。ただし、一部分の周囲測量又

は測点を復元した場合は前視と後視の高低角

及び方位角の差が±１°以内、点間距離（斜

距離）が±１０㎝以内とする。 

また、全測点の周囲測量を行った場合は、閉

合差が図上距離の総和の 100 分の１以内とす

る。 

検査記録票 

測量野帳（測量した

場合） 

設計図・写真 

施工の前後に全測点を確認し、測点杭の有無を

検査記録票に記録する。無い場合は復元し、測量

野帳に記載。 

測量はポケットコンパスを使用する。 

測点杭の写真撮影については、森林整備業務写

真管理基準のとおりとする。 

施工完了時に測点杭が無くなっていた場合は、必

ず復元する。 

 

 

 

 


